
       

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度もいよいよ最後の月を迎えました 

「２月の３連休には東京都内では２５℃越えの夏日を観測」、「関東では宮ヶ瀬ダムの貯水率が

記録的な少雨の影響で30～40％台前半まで低下し、約40年前にダムの底に沈んだ集落の道路

や建物跡が姿を現した」というニュースがありました。記録的な気象に見舞われた2月が過ぎ、春の

訪れを感じる3月を迎えました。卒業や進級を控え、子どもたちを取り巻く環境が大きく変化する季節

です。学校では、この変化の時期に、一年間の学びを総括し、次へのステップへと繋げるべく、年度末

のまとめに力を入れて取り組んで参ります。                                                                                

あ学校では、1１月を過ぎたあたりから徐々に感染症が流行し、学級閉鎖に入ったクラスがありまし

たが、その2月の3連休後には落ち着き、ほっとしているところです。2月上旬には授業参観・懇談会

を実施し多くの保護者の皆様に子どもたちの成長をご覧いただきました。しっとりした時間の流れを感

じられるいつもの授業風景であったり、保護者の方々をもてなすものであったりと、各クラスで工夫を凝

らした発表があり、子どもたちの生き生きとした姿を共有できたことと思います。                                                         

あまた、2月12日には松林・円蔵中学校の先生方による6年生への特別授業が実施されました(残

念ながら、1クラスは閉鎖中でした)。いつもの授業とは違う雰囲気に、最初は緊張や戸惑いが見られ

たものの、次第にその空気感に慣れ、高揚感を覚えながら授業を楽しんでいました。  中学校進学を目

前に控え、初めての中学校の先生による授業。期待と不安が入り混じる複雑な感情を抱きながら貴

重な体験をしたことでしょう。                                                                             

あその他、外部講師を招いての3年生の歴史学習、4年生の思春期講座なども実施しました。 1年生

と6年生の合同たてわり遠足は雨天となりましたが、昼食時間は各教室で交流しながらお弁当を食べ

楽しい時間を過ごしました。                                                          

あ3月は、松の実級の辻堂海浜公園への遠足や、5年生の江の島方面への校外学習を予定していま

す。残りの1ヶ月、これまでの成果を発揮できるよう、充実した活動に取り組んでいきます。                                                                      

あ先日開催された学校運営協議会では、授業中の子どもたちの集中力や、学習場面に合わせた机

の配置など、学校の様子について評価をいただきました。一方で、授業中に廊下を通る子どもたちの

声で教室の声の聞こえにくさに関するご指摘もあり、今後の課題として取り組んでいきます。また、地域

の方々による見守り活動のおかげで、子どもたちが元気に登校しているという嬉しい報告もありました。  

保護者の皆様、地域の皆様には、日頃より子どもたちの育成にご理解とご支援をいただき、心より感

謝申し上げます。 今後とも、教職員一同、子どもたちの成長のために教育活動に励んでまいります。  

※「学校づくりアンケート」の結果につきましては、3月中旬頃に配信いたします。 
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